
健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます 

 ⓒ JAHIS 2020 

地域医療ネットワークに関連する各種動向 
及び委員会活動報告 

2020年２月1４日 
 

地域医療システム委員会 
委員長 田中 良樹 

2019年度 保健福祉システム部会業務報告会  
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Agenda 

 データヘルス改革 
 保健医療情報を全国の医療機関等で 
確認できる仕組みの推進 

 技術動向を踏まえた電子カルテの 
標準化の推進 

 地域医療情報連携ネットワークの支援 
の在り方の厳格化 

 
 地域医療システム委員会活動報告 
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データヘルス改革 
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「今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より 
第６回データヘルス改革推進本部資料（令和元年9月9日） 
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「今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より 
第６回データヘルス改革推進本部資料（令和元年9月9日） 
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「今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より 
第６回データヘルス改革推進本部資料（令和元年9月9日） 
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「今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より 
第６回データヘルス改革推進本部資料（令和元年9月9日） 
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「保健医療情報を全国の医療機関等で確認できる仕組み及び標準的 
な医療情報システムについて」より   第３回 医療等分野情報連携基盤検討会 資料 
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保健医療情報を全国の医療機関等で 
確認できる仕組みの推進 
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「今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より 
第６回データヘルス改革推進本部資料（令和元年9月9日） 
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「保健医療情報を全国の医療機関等で確認できる仕組み及び標準的 
な医療情報システムについて」より   第３回 医療等分野情報連携基盤検討会 資料 
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「保健医療情報を全国の医療機関等で確認できる仕組み及び標準的 
な医療情報システムについて」より   第３回 医療等分野情報連携基盤検討会 資料 
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「保健医療情報を全国の医療機関等で確認できる仕組み及び標準的 
な医療情報システムについて」より   第３回 医療等分野情報連携基盤検討会 資料 
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「医療等情報の連結推進に向けた被保険者番号活用の 
仕組みについて」より          第３回 医療等分野情報連携基盤検討会 資料 
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技術動向を踏まえた電子カルテの 
標準化の推進 
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「今後のデータヘルス改革の進め方について（概要）」より 
第６回データヘルス改革推進本部資料（令和元年9月9日） 
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https://hl7fhir.jp/より引用 

ＮｅＸＥＨＲＳ／ＨＬ７ ＦＨＩＲ 

https://hl7fhir.jp/
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地域医療システム委員会のHL7 FHIR対応 

• 委員会にてFHIR勉強会 
• 地域医療連携セミナーにてFHIRのセッション 
• JAHIS次世代情報システム検討推進TFにメン
バー3名派遣（渡辺、光城、矢原） 
 

18 

ＮｅＸＥＨＲＳ／ＨＬ７ ＦＨＩＲ 
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地域医療情報連携ネットワークの 
支援の在り方の厳格化 



 ⓒ JAHIS 2020 20 出展：2018年6月4日 未来投資会議  

「保健医療情報を全国の医療機関等で確認できる仕組み及び標準的 
な医療情報システムについて」より   第３回 医療等分野情報連携基盤検討会 資料 
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地域医療ネットワークの利用状況について 

日本経済新聞の記事 会計検査院の通達 
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・そもそも人口の何％が適切なのか？ 
・住民全員が病院に通院しているのか？ 
・その患者全員が紹介などで病院間連携を必要としているのか？ 

受療率は人口の8%程度 

地域医療ネットワークの利用状況をどう評価すべきか？ 

厚生労働省：「平成28年 我が国の保健統計」より 
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初診・救急・災害 地域でのチーム医療 
（専門医・かかりつけ医の連携） 

対象患者 全住民 
（人口比に意味がある） 

共有が必要と判断された患者 
（紹介など） 

知りたいこと 
初見の患者に対して 

  ・問合せ先 
  ・やってはいけないこと 

地域で共有する患者に対して 
  ・治療方針 
  ・患者の経過 など 

必要となる 
情報 

薬・アレルギー・受診歴 
など基本的な情報 

医師・看護師の記録 
など詳細な情報 

一般的な 
地域NW 
システム 
の適性 

× ○ 
地域のネットワークの目的に応じて適正な指標は異なる 

地域医療ネットワークを評価する上での課題１ 

地域医療ネットワークの利用目的による違い 
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Bのほうが利用されているシステムと評価されてもいいのか？ 

・利用数（率）が継続的に高い状況が続くのが本当に使われていると言える。 
・しかし利用数（アクセス数）には以下のような問題がある。 
・１つの地域で複数のシステムを運用しているところは困ってしまう。 

ひとつの画面で全部表示できる 
システム 

A 
項目毎に画面を 
開くシステム 

B 
アクセス数：１ アクセス数：３ 

地域医療ネットワークを評価する上での課題２ 
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地域医療連携評価指標検討タスクフォース 

25 

目的：各地域医療ネットワークの利用状況を公平に評価できるよう
な評価指標を協議し、「JAHIS地域医療連携評価指標ガイド」
（技術文書）の策定を行う。 
 
リーダ：田中（富士通㈱） 
サブリーダ：中村（㈱両備システムズ） 
メンバー：１５名 
 
第一回 2020年１月29日開催 
第二回 2020年２月20日開催予定 
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地域医療システム委員会の活動 
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地域医療システム委員会 組織図 

地域医療連携評価指標検討ＴＦ 
追加 
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地域医療システム委員会 2019年度活動状況 
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委員会開催 

第43回 3/6 第44回 6/5 第45回 9/5 第46回 12/5 

・各WG報告 
 
 

・診療文書標準化
WGのリーダ、サブリーダ
の互選 
・各WG報告 

・HPKI電子署名規格
作成WGへオブサーバ
派遣 
・各WG報告 
 

・地域医療連携評価
指標検討TFの設立の
審議 
・各WG報告 
 

・保健福祉システム部
会業務報告会の情報
共有 
・HL7FHIRに関する
情報共有 
・社会保障審議会医
療保険部会の情報共
有 
           他 

・HL7FHIR勉強会 
（キヤノンメディカルシ
ステムズ株式会社塩
川様講演） 
・電子処方箋の本格
運用に向けた実証事
業についての共有 
 
            他 

・第１回医療等情報
の連結推進に向けた
被保険者番号活用の
仕組みに関する検討
会の情報共有 
・NeXEHRS（次世
代健康医療記録シス
テム）の情報共有 
           他 

・中期計画２０２３
の共有 
・JAHISスウェーデン視
察報告 
・第３回 医療等分
野情報連携基盤検討
会の情報共有 
 
          他 

委員会については四半期に一度のペースで開催し、 
以下の内容で情報共有を中心に実施している。 
（次回は2020年4月16日） 
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（参考）スウェーデン視察報告 
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（参考）スウェーデン視察報告 
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教育事業 

担当：濱島副委員長 
 
１．医療情報システム入門コース 
   （開催日） ６／  ６（木）～  ７（金） １回目  ※地域医療システムは６／  ７（金） 
            ７／１１（木）～１２（金） ２回目  ※地域医療システムは７／１２（金） 
 
２．医療情報システム入門・１日集中コース 
   （開催日）１０／１８（金） 
 
 
3．書籍 「医療情報システム入門 2020」 
    第11章 地域医療連携情報システム 執筆 
 
    ※医療情報システム入門4訂版の見直し 
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地域医療連携セミナー 

事業企画委員会と合同で下記セミナーを開催しています。 
 
 
地域医療連携セミナー 
－地域医療連携における動向・方向性・規格に関する解説と新技術FHIR－ 
 
開催日時：２０１９年１２月１１日（水）１３：００～１７：３０ 
 
１．３省３ガイドラインの検討における最新動向（セキュリティ委員会 茗原 秀幸様） 
  
２．標準化される退院時要約（退院サマリー）－その全体像と概略（浜松医科大学 木村通男先生） 
 
３．標準化される退院時要約（退院サマリー）－その構造とヘルスケアへの適用意義 
                       （一般財団法人 医療情報システム開発センター 渡邉 直先生） 
  
４．ＪＡＨＩＳ地域医療連携における経過記録構造化記述規約Ｖｅｒ１．０の概説 
                               （地域医療システム委員会 矢原 潤一様） 
５．新技術ＦＨＩＲと実証事例 （キヤノンメディカルシステムズ 塩川 康成様） 
                      （㈱メドレー 児玉 義憲様） 
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医療介護連携ＷＧ 2019年度活動状況 
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日立製作所 光城リーダ 
１）厚生労働省と連携した標準化推進に向けた活動 
  厚労省から三菱総研が受託した「介護事業所におけるICTを通じた情報連携に関する 
  調査研究事業」の下に設置された「医療介護連携における標準仕様の作成作業班」に 
  委員を派遣。平成30年度総務省事業で作成された医療介護連携項目、厚労省事業で 
  作成された介護事業者間連携項目、老健事業で作成された訪問看護標準項目をもとに 
  医事コン部会介護システム委員会、介護事業者連携WGと協調して医療介護連携の 
  標準化を推進している。 
 
２）医療情報学会、他工業会との協働 
  ・11/23、医療情報学連合大会のJAMI,JEITA,JAHISコラボ企画シンポジウム 
   「健康医療介護におけるIoTデバイス活用の現状と将来像」に座長、演者を派遣。 
   JAHISの医療介護連携のICT利活用、標準化の取組みを学会参加者に啓蒙した。 
  ・ニューメディア開発協会が経産省外郭団体から受託した「在宅医療・訪問介護向け 
   スマート端末検討会（座長 川崎医大副学長 秋山祐治先生）」に委員を派遣。 
   元・都保健福祉局職員、内閣官房IT室らと個人認証付き端末の利活用シーン等を検討。 
 

３）医療介護連携の先進的取り組み事例の視察の実施 
  11/18、北見市医療福祉情報連携協議会（北海道）へ訪問。 
  医療介護連携システム｢北まるnet｣について、運営の中核を担うMSW,ケアマネ, 
  エンジニアにヒアリングを実施。6機能を共通DBで運用する事により、転記を削減し 
  ケアマネの入院時情報提供時間を1/4に短縮するなどの効果をあげている。 
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IHE-ITI検討ＷＧ/画像検討WG 2019年度活動状況 
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日本電気 足立リーダ 

地域医療連携 画像検討WGと合同で協議を重ね、IHE-ITIを用いた実装を容易にするため、 
ガイドライン改定検討・新たなプロファイルの実装調査・検討を実施した。 
 
 
１）「JAHIS IHE-ITIを用いた医療情報連携基盤実装ガイド本編 Ver.3.１」改定 
  ・改定時の不具合などの改定検討 
  ・不具合のみならず、接続性と運用性の試験方法や検証方法も記載が必要 
  ・本年度の改定は見送り、抜本的改定も視野に検討中 
 
 
２）新たなプロファイルの実装調査・検討 
  ・Cross-Enterprise Document Reliable Interchange （XDR） 
  ・Cross-Community、Patient Discovery （XCPD） 
  ・Healthcare Provider Directory（HPD） 
  ・Remove Metadata and Documents （RMD） 
 
 

富士通 北山リーダ 
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地域医療連携診療文書標準化ＷＧ 2019年度活動状況 
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日本電気 矢原リーダ 
１）「JAHIS在宅医療と介護間の情報連携におけるデータ項目仕様書Ver.1.0」の 
   HL7CDA化検討   
  ・JAHIS技術文書「JAHIS在宅医療と介護間の情報連携におけるデータ項目仕様書Ver.1.0」 
   のHL7CDA化による標準規約化を目指し、CDA項目の内容や、連携時に必須とする 
   項目の選定、妥当性の議論を実施 
  ・医療介護連携WGからも意見を聞きながら遂行中 
 
２）「JAHIS診療文書構造化記述規約共通編Ver.2.0」の改定活動 
  ・医療システム部会 検査システム委員会の検査レポート検討WGと協調してJAHIS標準 
   として制定されている「JAHIS診療文書構造化記述規約共通編Ver.1.0」の改定を実施 
  ・CDAR2ベースで作成される各種診療文書について、最低限の共通化仕様を提示 
   また、今後の個別編作成に対し書式・構成等の推奨を実施 
  ・日本HL7協会発行の個別編「退院時サマリー規格Ver.1.0」にあわせ、スキーマトロン 
   対応とそのための表記法見直し、及び既知の誤植に対応 
  ・2019/12月上旬 WG内における原案審議実施、WG内承認 
  ・2020/1/14 国内標準化委員会にて原案審査承認済、現在パブコメ中 
 
３）「JAHIS地域医療連携における経過記録構造化記述規約Ver.1.0」普及活動 
  ・2019/12/11 地域医療セミナーでの講演にて、規約の概説、実装者に向けた実装時の 
   ポイントを紹介。利用促進に向けた啓蒙、意見交換を実施 



健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます 

 ⓒ JAHIS 2020 

ご清聴ありがとうございました 
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